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児童‧⽣徒の不適切な投稿‧動画を発⾒したらすぐに対応しましょう01

不適切な投稿‧動画を⾒つけた際の対応について次のページで紹介します。

このまま放置するわけにもいかないし、すぐに
対応しないといけない‧‧‧
誰に相談すればいいのだろう。

ＳＮＳ上に、⾃校に通う⼦供の
不適切な投稿‧動画を⾒つけて
しまった。

迷惑⾏為 暴⼒⾏為 不適切⾏為 盗撮⾏為



児童‧⽣徒の不適切な投稿‧動画を発⾒したらすぐに対応しましょう01

不適切な投稿‧動画を放置すると、様々な形で問題が発⽣します。迅速で適切な⾏動は拡散を⽌める
ための重要なポイントです。また、内容によっては警察による発信元の特定等が必要なため、投稿や
動画を安易に削除しないでください。必ず管理職に報告をしてください。

不適切な投稿‧動画を発⾒したら、すぐに管理職へ報告し、管理職から
所管の教育委員会や学校経営⽀援センターに報告してください。

令和８年６⽉17⽇付事務連絡
「【事務連絡】学校⾮公式サイト等の検索‧監視に係る臨時監視の活
⽤について」
※画像は区市町村教育委員会宛

個⼈情報の漏洩 誹謗‧中傷

炎上 なりすまし‧乗っ取り 拡散

放置した場合に
起こり得る問題



クラブ‧委員会カードのＤＸ化 〜練⾺区⽴⼤泉北⼩学校の実践より〜02

 異学年の児童同⼠がお互いの振り返りを『他者参照』できるようにする
仕掛けとして、『振り返りカードのクラウド共有』に取り組む練⾺区⽴⼤
泉北⼩学校の実践を紹介します。

特別活動の振り返りをもっと深めるにはどうすればよいの？

本校は、児童が学校経営に参画し、主体性を育む教育活動を推進してお
り、委員会活動等はその要です。
教育活動の充実には、児童が活動の良さや意味を振り返り、次に⽣かす
ことが重要です。そこで、クラウド上で振り返りを即時共有し、互いの
考えを参考にできる仕組みを整えました。

児童の変容として、感想だけでなく⾃⼰の成⻑や活動を客観的に⾒つめ
直す記載が増えました。特に、第６学年の児童が第４‧５学年の児童に
助⾔をする姿から、活動への責任感の⾼まりを感じています。他学年の
友達の振り返りをいつでも「他者参照」できるようにしたことで、⾃⾝
の課題や成⻑を⾃覚しやすくなったと捉えています。記述量は、紙の振
り返り⽤紙の平均28字程度から、⼀⼈１台端末を活⽤により平均96字
程度へ増加しました。

校⻑ 池⽥ 守

フォームにより各⾃⼊⼒

特別活動×クラウド活⽤ ー学びの可視化ー

特別活動担当
主任教諭
⽔野 秀弥

[教師の仕掛け] 
フォーム及びスプレッドシートを活⽤し、学年を越えてお互いの
振り返りを「他者参照」できるよう、クラウド環境を整備

振り返りカードを改善し、めあてや振り返りの視点を明確にしました。
めあてでは、「少し努⼒や⼯夫すれば達成できる⽬標」と「具体的な作
戦（何を‧どの程度‧いつまでに）」を⽰し、振り返りでは、達成度に
加え、要因や改善点、次に⽣かす⼯夫を考えるようにしました。
児童が⾃⼰調整しながら活動し、⾃らの成⻑を実感して主体的に活動で
きるよう⼯夫しました。

特別活動担当
主任教諭
藤本 梨央

実際の活動の様⼦（クラブ）

友達の振り返りを⼀覧から参照できるスプレッドシート



クラブ‧委員会カードのＤＸ化 〜練⾺区⽴⼤泉北⼩学校の実践より〜02

ねらい クラブ‧委員会活動カードをスプレッドシートで運⽤し、異学年間における他者参照が可能な環境を設定することで、児童が多⾯的‧
多⾓的に⾃⼰を振り返り、学びを深めることができるようにする。

特別活動における振り返り共有の取組フロー 全校体制で取り組むための⼯夫

01
【導⼊‧準備】

● 振り返りカードをクラウド化（スプレッドシート）
● 教員間で操作を確認

02
【実施‧共有】

● クラブ、委員会活動後に振り返りを記⼊
● 他の児童の記述を参照
● 学級‧学年を越えて即時共有

03
【展開‧改善】

● ⼀部のクラブ、委員会、学級単位で試験し順次拡⼤
● 取組を推進しながら随時様式や⽅法を改善

● スプレッドシートで⼀元化管理
● ＯＪＴで校内に共有‧展開

● 振り返りの視点を教員が説明
● 上級⽣が下級⽣に助⾔

● ＤＣＡＰマネジメントサイクル
● アジャイル開発で段階的に拡⼤

期待される児童の変容

今後のキャリア‧パスポートの在り⽅にも繋がる取組でした。
本取組を参考に、各校の実態に応じて無理のない形からデジタルの利活⽤を進めてみてはいかがでしょうか。

● 記述量の増加（書く習慣の定着）
● 振り返りの質の向上（「取組の感想」から「⾃⼰の成⻑の価値付け」や「他者への助⾔‧改善策の提案」

等へ）
● 他者参照による学び（多様な他者の記述からの気付き）
● 縦のつながりの形成（異学年間の関わり合い）

主体的な課題解決⼒の向上
（意⾒集約‧企画⽴案‧改善提案）



⽣成ＡＩリテラシー教材の活⽤促進03

 「⽣成ＡＩリテラシー教材」は、⽣成ＡＩリテラシーについて学習する
ための教材です。⽣成ＡＩについてよく分かる「動画」と、⽣成ＡＩの動
きを疑似的に体験できる「トライアルツール」、ダウンロードして使⽤で
きる「学習シート」をとおして、⽣成ＡＩの基本や注意点、活⽤のポイン
トを学ぶことができます。

東京都では、児童‧⽣徒が⽣成ＡＩを安全かつ効果的に活⽤で
きるよう、⽣成ＡＩリテラシー教材を公開しています。
ぜひ授業で御活⽤ください。

まずは導⼊編をチェック！（約10分）

児童‧⽣徒⽤教材

平易な⾔葉を⽤いたスタンダード版と、発展的内容を含むアドバン
スト版で分かれています。

教員⽤資料

⽣成ＡＩについて教員向けに解説した動画と、各教材の使い⽅の資
料を掲載しています。

https://www.youtube.com/watch?v=WAGHrijg0AQ&t=2s
https://www.youtube.com/watch?v=WAGHrijg0AQ&t=2s
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/st_top.html
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/ad_top.html
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/teach_top.html


⽣成ＡＩリテラシー教材の活⽤促進03

教材はこちらのリンクから御活⽤ください。
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/materials_top.ht
ml

教員⽤資料児童‧⽣徒⽤教材

⽣成ＡＩの基本的な仕組みや特徴、できることを学びます。はじめて⽣成ＡＩに触
れる児童‧⽣徒でも理解できるよう、分かりやすく構成されています。
平易な⾔葉を⽤いたスタンダード版と発展的な内容を含むアドバンスト版で分か
れ、それぞれ基本編、注意編、活⽤編で構成されます。

各教材の役割や簡単な内容、授業での活⽤⽅法や指導上のポイ
ントを分かりやすく解説しています。児童‧⽣徒⽤教材と組み合
わせて、効果的な指導に活⽤できます。

スタンダード版 アドバンスト版

教材は、学習したい内容について「動画」「トライアルツール」「学習シー
ト」の３つで構成されています。

⽣成ＡＩについての基本的な情報から、使⽤の際の留意点、
校務や学習活動での活⽤の仕⽅について解説する動画です。

教材の全体構成と各教材のポイント、進め⽅の例を掲載した
資料です。

動画 トライアルツール 学習シート

基礎編

注意編

活用編

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/materials_top.html
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/materials_top.html
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/standard-kihon1.mp4
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/advanced-kihon1.mp4
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/ai-kyoin-douga.mp4
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/ai-kyoin-sheet.pdf
http://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/advanced-chuui1.mp4
http://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/advanced-chuui1.mp4


学びのアップデート
Society5.0に向けた⼀⼈１台端末の活⽤のための実践事例通信
第35号 令和８年８⽉18⽇発⾏ 東京都教育庁企画部デジタル推進課

学習指導要領に⽰されている資質‧能⼒を育むには、
指導⽅法、学習⽅法、学習環境等を更新し、最新のものにする必要があります。

また、Society5.0に向けて、
ICT機器及び環境というハード⾯と、それらをどう利⽤していくか、
授業そのものをどのように構成するかというソフト⾯の
両⽅のアップデートが求められています。

そこで、これからの
「学び」を最新のものに「アップデート」していただくことを願い、
本通信のタイトルを『学びのアップデート』としました。
東京都教育委員会のホームページにも掲載する予定です。
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